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各種土壤並に各種緑葉中の微景要素含有量に就いて
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Kiyotoki SHIHA AND Fumio KODAIRA : STUDIES ON THE MINOR ELEMENTS 

CONTAINED IN THE SOIL AND SOME GREEN LEAVES.
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　　C11，　Zl1，　Mn，　B，は微濫嬰素（Traee〔胎m（・と1t双はmi蹴or　olen’）ont；s）として櫨物栄養上必要不可欠の

　　もので，植物増養液中一般無機栄養素を如何に多く禽んでいても之簿微勲翼素の…つな欠除する揚含

　　は，植物は軍常の生育をなし得ないと聴えられ，此の事は禰々の楠物について証明されナご。即ち（湘は

　SOMMER，　1）（1931），1・TPMAN＆MAcl〈uNEY　2）（エ931），により，又伽はMAzE　：｝）（19　・・5），　t　lPMAN　‘1｝

　　（1926），SOMMER巨、（：1．9・　S　8），により，BはBERTRAND＆A　C，umscoN　°）（伽3），により，　Mu獣猟RT・

　RAND　fi）（19・　21），　ISIC　JzlARGvEi｛1）（1922），等によつて省種植物について配明されてV・るoMOも鰻遊興の必

　須性が一一般に詔められるようになつt。即ちMoはARNON＆STov［vll）、IV3V，），恥p舩1軌1940），　Ho”

　OGLANDIt）（19礁）），　BRENc肌EY，＆WARR！NGTONu）（19鋤，簿が興の必須性々翻あ旗。　Niは未起一

　般には認められてV、なV・がScHA沢RER＆　．SCI・IRopp’tft、（二t’933），藤原及び菊触11耳｝），（195〔｝）等は興の必須な

　る麹を唱兇ている。備之簿微量婁素の土壌中に於ける分布，植物休内に於ける含腐澱，盗要紫欠亡に

　　よる病拶も櫨物生現蝋的意職に圏しでば粛数の研究i発蓑iを冤るoi繋庸簿は之簿徽盤嬰繁が薬樹の鑓

　育，葉質並に劉噛麟1に及幡す影響轍討するのが国的であるが，9ヒ鱒醜瀞敵に。廟聯略

・　種土壌及び塞蝉部農掛に裁柵しだ餐種櫨物の総蘂中の微澱纂索禽1鰹庸分析綱鐡すゐ必要な懸じたの

　で，その鼓癬撫癬り薦。蝕に鱒衷嫉る成績憾目下同寮土簸膿料単会誌に溌表申のものli‘総摺したもの

　mであるlo麟、　　　　　　　　　’1　　　　　　　　　　　ド蝋．　　　、，

　　　　　　｝．　　　　，　婁　　験　　購1，麟ll「雛藤
　　（1）分析試料の探取　　・　贋　　　　　　　　　．　　　　　擁、．　蕪，「、

　　燃は鋼級び期近徽㈱して琳の轍照纐Uに撒幡難鵜←纏蜘縫触内
　藤融陶願奪燕の下部より採土しナニ。植物は本単部農場に裁培又は注育しナeものを1舗魑琴8月8飼に緑

　葉のみを繰取じ悪，70°～800Cの湯煎乾燥器中で乾燥し旗後粉馨して分析に供し旗。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●
　　②　各微量要棄の定鰍方法

　　各微量要紮の定盤法は次の様な原著潜の方法を用いたが或る揚合には之難の組合セ女ば馨少改良レ

　掴審法を用いたo即ち土壌中の蛮Cuはli【エBBARP17）の方法により，又可給態Cuは珊脇醸Dls）の方法に

　よつて褥≠ζ土壌澱出液に就てHIBBARDI7）の方法によρて定鍛し＃”　e植物申の蝋は次粘後HIBBARD1？）

　の方法によつて定鍛しto土壌中の発Z想ま】30GG，＆みL品ENI9）の方法によつてZIL浸嵐漆を綱製し旗

　ものについてSANDELエ2°）法を森照氏L’1）が改良した方法によつて定鍛し喪。可給態Zコ1は1’IIBBARDi’7）の

・辮劇藤9て灘確土麟液に9いて細躍‘切方灘用いて糠し，櫃物中のゐ燃茨綴森田
　氏法によつて定掻した．土壌及び随物中の盃M11はW工二LARD22）の方法により，又土壌申の活悔M蠣

　llREWER＆CIARR！3）の方法によつて定激し喪。　Bは≠壌及ひ緑葉の何れor．　S合も，1漉RGER＆「i’RtiOG雲4）

　の方法によつア黛貴し索oNiはSAND肌L＆PERLICH2いの方注により，M｛1はSANDELLgfi）の方法毎用

　い，Vは同じく．SIA・NDELLeo）の方法な用いて定量し＃。

　＊　僧州大学繊維学締土襲脳料挙初擁鱒
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　（1）土壌中の微量要素含有量について

上嚇榊心として期近脚土壌申の鮪分撚績聯壊㈱〈徽桝嘘澱系統別睨る擦

2襲の如くであるo

　（a＞　各土壌別微愚要素含有甥：
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　本分析成績によると，各土壌によつて著しく含有量が異る。餐微量要繁についての奢豊瀞統欝卜的に

見ると欽の様になる。㈲蝕に各要素についての丈献を列挙して見る。

　齢　墨Zuほ最高含量ば30bP』P．M．で最低含蟻のものは10Pj則M・で李均83犯RMとなる゜3ζ可給態

z｛撫縮紬RM‘で雛o．2P：P．M．　ZISSts　1．　’1・1）・RM・であ穣土辮のz喰鐙蹴ては多く倣獣

がある力遥なるものは，Mc　HARGuE，a7）ALBEN　＆　13・GGs，2a’・1｛IBBARD，IT）｝1・BBARD，聾勒）細・y’bl　agで

ある。

　向盃Cuな最高含量は215P．P．蟹．最低26REM・軍均93EP．M・で・可給態Cuは最寓6・8P・P・M最

低o碑EM鞠3．。RRM・やある・，螺物c・鯉蹴て1移くの鰍があるが畝るも鱒
Md　HAhGUE，勤HIBBARD，騎大杉・小沢，　a1）i襟国修一3°馨であるo

の釧雌鵬2437EEM・で最低が121Pm焼鞠854RRM・である認瀦M嚇鮪1鰯
P．P．M．で最低56，71λPM學均〈LO4．　8P．P．M・である。軽が国では荒川・松int3a＞市川鋤の報告があるc｝

目本溶性Bは最高O・7辱P・P・M・母｛即・02P・？・N，でaPig・O・・30P・P・募’・1・’C「’ある・Bの舗欝つい』C



　　　　　　　　　　憲波・幌李3奢緻土壊並に終馨隷葉巾贈激澱要聚含有漁に就て　　　　　　　　　s5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロは9COTT，：レリ1柄RGER，1覇SHIVE，鋤都井，　s7）森田S8）agの成繊がある。

　㈱発M｛｝はMoOaとして最高含量O．46P．】λM最低0．02　P卍M．でqu均0、29　R：P．M，であるo土壌申

の含貴にいては田ER　MEULEN，S9）BARSHAD4°）等の成績がある。

　（A）金邸は最高含瀧26．3？．P．M，で最低3，1P．V）．M．帯均14，1P．P．M，である。土簸申のNi禽澱に就

てはMITcH肌L，Al　〉・ma田so）簿の成緻がある。

　㈲　ゑVはV20、1として最高含鑑は49，5P．P、M。で最低0，1RRM、帯均7，7工孔RM，である。土壌中のV

の含有鍛に就てはTHOMAS勲小繭・柘植，　gs）灘谷・，蛸李井働等の威績があるo

　e）各要素の鞠韻の多少によつて順序をつければM・・（e54P・P．M，），、　Cu鰍へ琳い，　ZI・（86）？・1”

M・），Ni（14，　IP．1？．M），　V（7。71λP，M、），　Mo（O。　291　）．1）．M．、の順序に少くなゐ。

nd

i1））地質i系統別に見t微量要素含有量

　鼠記の各種土壌に就いての分析成績を地質系統別に観繁して見ると数の如くである。

第2表　地蝦系統別に見た微澱璽粛禽燃　　　　1風乾上糊へM

Zn （’ttS
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織よ幌ると詮Z嚇灘繊に嫌砂なく・瀬羅壌晦も多い・聡態Z嚇聯燃に
最も多く，凝次岩土壌に最も少ない。蚕CUは簾増土壌に少なく，繋1趣燐並沖積厨土壌に窃㎏。可給態

c・・は知岩土蜘こ特に多く洪の他の燃で猷糊い識M・・は凝次瑚土壌，灘騨壌1諺く，

贈止壌曝砂ない・瀧蜘齢五畑こ於け磯叙剥剛じ・水幣鶴ば鋤燃蝋砂な
く・沖積灘蜘こ馳盛い。発Niは凝麟土撫こ最砂なく，期働こ於て齢り煙がない樋で
ある。金M‘）は地質系銃的に殆んど遊異がなく・ゑVは頁岩土壌に警しく少なく錠μ』婚土擁に薯しく

盛い。之等の結果からすると，沖｛蟹暦土壊は全Mu，　Zu，　Cu及びNi等何れの嬰素にも奮んでいて安lil

岩ま壌は坐Cu及びVをF富んでv・そ。然して頁岩土壌は発C馬Z！1，　M】職及びV等何れの嬰素も其の禽

量が少なく，凝次岩土壊はAI）1及Vに密む外1ま侮れの要素も莫の含愛は少ない方である。

　②　緑葉中の微量要棄會お量に就て
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　緑葉申の微量要索の含有愚は植物の種類により3ζ要繁の種類によつて馨しく轟な為。今盛翼蠣に蕊

て乾物申の含量を見ると次の如くである。尚從來櫨物体申の含激に蹴て報僑されナこ文獄を謙1勢る◎

　（／）緑葉中のZnは南瓜の6幻λP．M．が最高で小襲藁の4P．P・M。が叢小で箏均禽激は20　P臓M・で

ある。Zll’ ﾉ関する丈献の虫なるものtrSJROBTNSONジiG）孤BBA衰D，硝簿である6

　回　線葉中のCuは姻桃42　P．　P．M。が簸高で，小変藁の5P．R瓢．が最小で李均鮪艶瀞・M・懸灘観伽

含量に関してはMC　HARGv　Ea7）の成綾がある。

㈹緑葉中のaXhi　VSz柿の262　P，P．ムf．ガ儲で・懐藁の1ユ蝕M，力軍最少で噛7館瓢燃麟。

Mn含量に關しては麻生4nl）の成綾がある。

cs纏中のB醐桃の96・P・P・M．力撮高て鱗の2R踏Lが最小で馳蜘Ψ鳳で齢。　B　一：IX－
　　　　tS量匿りv、てはCδOK漕）挙i井B7）の報蕾があts　o

爾纏噸M・獣嵐瓢馬鈴辮のo・・b，P・P・M・磯鞭鱗騰轍の甑甑脳磁
小でZF均0，02P．RM．である。　Mo含量に就忙はHoOGLAND，so）13ARS甑D鋤の威績があるo

－（A）緑棄申al　Niは茄干に於りる1．　64　P．P．Mが最筒で大豆のO。　ISIP．tE）．Mが最小て耶均0，幽艶艶・M・　．

である。

（〉）鱗中に鮒る額勲鞠韻幅いものから順催と榔翫㈹蝉聯，難購難

繋趨繍嘉纏羅豊灘鵯号襲隷欝撚励囎鰹欝麗

㈱鱗は蹄醤醜M・の舗糟しく少ない・興働難畿購鹸礫、霧
　（リ）柿臓M1真及Bに窟みMoの含彙は少ないが其他は普通であ塔。　　　　　　　闘

　㈱　栗は柿と全く同様な麗係にある。

　㊥　葡萄幟特に當んだ宴素をもナこなV・。ZuとMoは少ない。

　㈲　韻雑幟C篭1とBに薯しく嘗んでいる。M｛｝は少ないが共他獄普遙である。

　㈲　林麟は¢UとZtlに密んでいる。　MOは少なV・が興他は普通であろ。

働蔚はム翼i趨ん’zt”　NAる・勲は髄r

　（9）馬鈴薯犠Moに密んでいる。共他は普通である。

　（SJ南飛はCu；zll，　Ni，　Mo，錘【ヱ1等殆んどの要素を豊富に含む。

　1レ｝　牛勢・はZri，　Niに寵」み，　］N｛oは少なVOが奨｛幽は普葺愚であるo

　（ソ｝胡瓜はCuとMoに富んでいるが其他は普通。

　吻　大豆はMoに密んでいるが興他は瞥通である。

　③　覇豆はMo食雲は少なV、　pg共他は普通である？　　　　　’，



憲波，児亦1庸欄出壌並た寄繍隷鏑中の微鰍猿漿含麿溝に就で　　　　　　　　　ら7

　㈹　大麻はcu，　Ni，］sに欝むが奨他は鞍通である。

　㈲　稻藁はNiに富なが奨他の饗讃は何れも含鐙が少ない。

　㈲　小笈藁も稻藁と岡様に何れの要素含餓も薯しく少ない。褥が圏霊要麗作物である稻，幽小幾藁に

微1蹴要素含景の少ないのは極めて興濠ある察であるo

　㈲　桑葉ではNi禽鑑が比較的多いが貫他の要棄は瞥通か或は少ないカであゐ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

　上田市を申心として麟近傍の各鷹ヒ壌呼吸び舛蝉部農園に継爵した勢種緑漿中に禽濠れるCU，7・n，

M馬B，M｛》，　Ni，　V簿の微蟄婁i褻について其の禽澱な分析調査し漏興の細果，岡一土壌及び緑鋼こ

於ても微壷要紫の種類によつて磐しく麟の含激聴蝿にするのみならす，岡r徽激嚢紫に糖ても止壌及

び緑葉の種類が異なれば興の禽荷鍛は磐しく興なることを知つk”e
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＄ummary
　Wb　st貸died　on　tllo　contents　of職h夏or　ele狐e】lts　SUich　a＄C1乱、　Z，：瓢，　h｛11，　Nl，　Mo，蹴（I　V　1）o伍hl

several　kiuds　of　soil　in　tTedf　dis恵ri（始aユid　i）／t　son⑩　91・Llel’i　leavesc　whieh　gz・ow　111）i瓢tlie　fa）’nx｛》e

Textile　College　of　Shh妊証1亘　Univers量ty．「工he　re．qul’b　was　tha七t工】P　e．nntentE　of　tl、e島o顕i駄or｛P．1（轟瓢＠鱗加

．are　no七〇nly　differe〕lt　i軌eaQh　qtreXlit三もy｝）11七i箕each　kin（1　0f　i　oil　a　lcl　9蒙・磁颯1餓v¢鼠　　　1


